
 

令和2年度第2回四国中央市男女共同参画審議会会議録 

 
 

 

１．開催日時  令和3年2月15日（月） 19時00分から20時30分 

 

 

２．場    所  市役所市民交流棟 2階会議室   

 

 

３．出 席 者  （委員長）宮﨑恵 

       （委 員）篠原恵子、田渕典子、久門美紀子、村上智子、鈴木秀明 

（敬称略） 

（事務局）市民部長 大西賢治、 地域振興課長 細川哲郎 

            地域振興課男女共同参画係 山川玲子 

       （警防課）三好善晴、三宅秀則 

        ㈱一柳 代表取締役 一柳美枝子 

 

 

４．傍 聴 者  なし 

 

 

５．会議内容  1．開会 

          委員長あいさつ 

        2．議事 

（1）【関連施策ヒアリング】 

           ・女性消防団について 

           ・ひめボス宣言事業所の取り組みについて 

            「今が一番大事です」 

 

         （2）その他 

 

        3．閉会 

 

 

 

６．会議録   次頁のとおり 
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●議事（１）女性消防団について警防課より説明 

 

説明後、質問を受け付ける。 

 

女性消防団員は仕事ではなくボランティアになるのか。 

 

報酬を支払っておりボランティアではない。 

 

報酬金額はいくらか。 

 

各階級によって定まっており、出動費については1回2,200円を支払っている。 

 

訓練や勉強会の頻度はどのくらいか。 

 

 訓練・講習は年間数回行っている。 

 

 募集はどのように行っているのか。団員になったきっかけ経緯を聞きたい。 

 

 主にホームページで募集。その他、口コミだと思われる。 

 

女性消防団員を増やしたいとの認識でよいのか。 

 

はい。 

 

活動内容にジレンマを持っているように思うが、女性団員に求められること、

女性団員が活動したいことはイコールになっているか。 

 

現在、何が出来るのか意見を求めたり勉強中である。 

 

女性団員が何をしたいのか聞いているのか。 

 

全ては分かっていない。 

 

女性消防団員だが、今まで、団の幹部、行政を交えての会を持っていただいた

ことがない。意見が上層部まで届かないことがジレンマで退団する方もいる。話

合いが持てないことが問題である。 

 

消防団自体の維持が大変である。団員も減ってきている中で、女性も分団員に

なって活動することも一つの方法ではないか。 

 

 女性を分団へ所属して一緒に活動すること。また、話合いの機会がなく解決出

来ていない問題があることから、意見交換の時間を持つこと。この2件について提

案します。 

 

 団長の判断になるので、団長に伝えます。 
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防災まちづくり推進課との横のつながりについて、どのように考えているの

か。昨年、作成した小冊子3,000部がどうなっているのか伺いたい。 

 

半分の1.500部は団員に配布している。 

 

残り1,500部について、防災まちづくり推進課に確認して回答します。 

 

 

●㈱一柳 代表取締役 一柳美枝子さんよりお話しいただく。 

 

説明後、質問を受け付ける。 

 

霧の森のイベントなどで、高校生が販売している風景をみかけるが、学校と一

緒に取り組んでいるのか。 

 

実習生として来ていただいた縁から、美術部さんに店舗の空飛ぶクジラを描い

ていただくなど10年以上の付き合いをしている。今後も地域に根づく取り組みを

高校生とやっていきたい。 

 

こんにゃくケーキを始められたきっかけを伺いたい。 

 

事業を継いだ時に、素人だったため色々な事に挑戦した結果、出来たのだと思

う。 

 

発想の転換が柔軟で、その一つの転換がものの見方とか新たな社会を作る一歩

なのかなと感じた。 

 

女性の起業家は市内には少ないと思うが、女性の経営者であるがゆえの苦労が

あれば伺いたい。 

 

ずっとあります。社長は女性じゃないと決めつけて来店する方、商売的にも男

性社長の方が有利なことが多々ある。また地道にコツコツと横のつながりを作る

のに時間がかかった。 

 

自分が状況に合わせて変わったから周りも変わったのか、やりづらさが無くな

ってきたのは社会が変わったのか、前者であれば女性が変わる必要があるのでは

ないか。 

 

自分は変わらなければいけない。変わったらそれに応じた人が来る。賛同して

くれる人が集まる。 

 

従業員数と女性の占める割合を伺いたい。 

 

約25名で、その内男性は7名で残りは女性である。 

 

 採用時にどのような視点で採用を決めるのか 

 

 体力のいる業務については男性を採用するが、現在、工場長、事務長などの管

理職全て女性である。 

 

 従業員とのコミュニケーションの取り方を伺いたい。 
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 お互いに気持ちがわかるのが一番。個人個人であったり、部署ごとに集めて話

し合いをしている。 

 

 外国人の方（技能実習生）言葉の意思疎通はできているのか。 

 

 自国で日本語の勉強をして来日するため特段問題ない。 

 

●議事（２）その他として、来年度事業計画について事務局より説明。 

 

12/19に開催された男女共同参画トークライブについて報告。 

 

●フリートーキング 

 

以上で、令和2年度第2回四国中央市男女共同参画審議会を閉会する。 

 


